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身体醜形懸念について

　容姿・外見についての意識が高まり，自分の

理想と現実の境目で苦しむ病気として身体醜形

障害（Body Dysmorphic Disorder：以下，

BDD とする）があげられる（米倉・吉岡，
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要　約

　本研究では，身体醜形障害の症状である身体醜形懸念に対するアクセプタンス＆コミットメント・

セラピー（以下，ACT とする）の介入の効果を検討した。高い身体醜形懸念を有する女子大学生に対

し，脱フュージョン・エクササイズを実施することで，身体醜形懸念，感情的不快度と確信度，ACT

に関する指標が低減すると仮説を立てた。対象者は私立大学に通う女子大学生31名であった。実験参

加者を「脱フュージョン群」と「思考抑制群」の2群に分け，それぞれに介入を行った。その後，各

群および群間における，介入前後の ACT に関する質問紙，身体醜形懸念および感情的不快度と確信

度を測定する質問紙の得点を比較した。分析の結果，プロセス指標（介入の実施状況を評価する指標）

及び身体醜形懸念の質問紙において，交互作用が有意ではなかった。一方，感情的不快度と確信度に

おいては交互作用が有意であり，脱フュージョン群において介入後に得点の低減がみられた。以上よ

り仮説は一部支持された。本研究の結果から，脱フュージョン・エクササイズにおいて，感情的不快

度と確信度を低減させることが示唆された。一方で，ワードリピーティングを実施する際には参加者

一人一人に合った単語を選択する必要性と単一的なエクササイズでは思考全体に脱フュージョンを生

じさせることができない可能性が示唆された。今後の研究においては，脱フュージョンの介入におい

て使用する単語の選択肢を増やすこと，用いる脱フュージョン・エクササイズの種類を増やして介入

を行うことを検討する必要性がある。
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う傾向があることが示唆されている。さらに，

自らの否定的評価のみならず，他者が自分の容

姿を否定的に評価しているという懸念を有する

可能性がある（田中・田山，2013）。また，こ

れらの容姿に対する不適応な考えや懸念は，抑

うつや不安，認識した自己の容姿の欠陥に対す

る更なる注意を生じさせる（Wilhelm et al., 

2010）。その結果，日常場面における過度の確

認行動や，安全確保行動，回避行動，およびそ

れらに伴った社会機能不全が生じるとされてい

る（田中他，2011）。

従来の介入方法とアクセプタンス＆コミットメ

ント・セラピー（以下，ACT とする）について

　これまでに高い身体醜形懸念を有する者が，

自己の容姿の欠点に選択的に注意を向けること

で否定的評価を行いやすくなり，その認知処理

の結果，安全確保行動といった行動が生じると

される認知行動モデルを基に，認知行動療法

（Cognitive Behavioral Therapy：CBT）

による治療の効果が報告されている（Wilhelm 

et al., 2014）。一方で，近年では身体醜形懸念

に対する ACT の有効性も示唆されている

（Torkian et al., 2022 ； Habibollahi & 

Soltanizadeh, 2016）。ACT は，アクセプタ

ンスとマインドフルネスのプロセス，そしてコ

ミットメントと行動活性化のプロセスを用いて，

心理的柔軟性を高めることを目的とした心理的

介入である（Hayes et al., 2012 武藤他監訳 

2014）。また，豊かで有意義な人生を送るために，

生きていく上で避けられない苦痛に効果的に対

応できるようになることも目的としており

（Harris, 2019 武藤他監訳 2024），自己の容

姿という生涯にわたって関わらなくてはならな

いものに対する否定的評価やそこから生じる不

適応な行動に効果的に対応するために必要な介

入と考えられる。

　心理的柔軟性を高める方法の一つとして，脱

フュージョンがある。フュージョンとは，人の

思考が物理的な行動や意識を過度に支配し，問

題を引き起こす状態である（Harris, 2019 武

2017）。BDD は自己の容姿における想像上の欠

陥への没頭，もしくは些細な身体上の欠点に対

してその個人が著しい懸念を抱いている状態と

される。その結果として，日常場面における回

避的行動や確認行動の増加，およびこれに伴う

社会機能不全が生じることが特徴とされている

（田中他，2013）。

　DSM-5精神疾患の分類と診断の手引き

（American Psychiatric Association, 2013 

高橋・大野監訳 染矢他訳 2014）において，

BDD は強迫性障害及び関連障害群として分類

される。診断基準として，「（a）1つまたはそ

れ以上の知覚された身体上の外見の欠陥または

欠点にとらわれているが，それは他人には認識

できないもしくは出来ても些細な物に見える，

（b）障害の経過中のある時点において，外見

上の心配から，鏡による確認や過剰な見繕いな

どの繰り返し行動，または他者と自分の外見を

比較するなどの精神的行為を行う，（c）外見へ

の強いとらわれにより，臨床的苦痛，または社

会的・職業的な機能の障害をきたしている， 

（d）この外見へのとらわれは，摂食障害の診

断基準を満たしている人の外見的心配とは異な

る」という診断基準が設けられている。

　こうした BDD の症状は身体醜形懸念と総称

され，容姿についての欠陥への過剰な心配や先

入観（具体的には，外見に欠陥があると想像す

る，誇張するなど），容姿についての欠点に対

する過度の確認行動やカムフラージュ（具体的

には，鏡を確認する，服装で体型をカバーする

など），社会的な場面からの回避や安全を求め

る行動（具体的には，社会的活動を避ける，避

けることによって安心感を得るなど）と定義さ

れる（Littleton et al., 2005）。これらの身体

醜形懸念は，青年期に高まることが報告されて

いる（Bohne et al., 2002）。さらに，田中他

（2011）の研究では男性よりも女性において身

体醜形懸念が強い傾向が示された。

　Wilhelm et al.（2010）によれば，身体醜形

懸念が高い者は認識した自己の容姿の欠点に選

択的注意を向け，容姿に対して否定的評価を行
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態を防ぐことができると考えられる。しかし，

日本国内で身体醜形懸念に対する脱フュージョ

ンの効果を検討した研究は見られない。また，

身体醜形懸念は臨床群と健常群において連続的

な変動があると考えられている（Lambrow et 

al., 2012）ことから，臨床群に対する治療だけ

でなく，非臨床群に対する予防措置的介入も必

要と考えられるが，検討した研究は見られてい

ない。

本研究の仮説

　以上の点から，本研究では，臨床群には属さ

ないが，高い身体醜形懸念を有する女子大学生

に対して脱フュージョンの介入を行うことで，

身体醜形懸念が低減するかを検証する。比較対

照群として，思考抑制群を設定した。本研究の

仮説は，脱フュージョン群は思考抑制群と比べ

て，Pre 測定から Post 測定で，（1）身体醜形

懸念，（2）感情的不快度と思考に対する確信度，

（3）ACT に関連するプロセス指標，以上全

ての指標が有意に低減する，であった。

方　　法

実験参加者

　水本・竹内（2011）を基にして，2要因混合

デザインの分散分析，効果量 f＝0.25，有意水

準0.05，検出力0.80として，検出分析プログラ

ム G＊Power3.1を用いて必要とされる実験参

加者数を検出した。その結果，各群17名ずつ，

計34名の実験参加者が必要であった。

　選定基準　実験参加者の選定には，身体醜形

懸念を測定する質問紙である日本語版 Body 

Image Concern Inventory（以下，J-BICI と

する；田中他，2011）を使用した。本研究では，

高い身体醜形懸念を有する女子大学生として，

J-BICI 得点が平均値＋0.5SD の女性を対象と

した。また，除外基準として，精神疾患により

医療機関に通院中の者と設定した。

　選定方法　身体醜形懸念が高い女子大学生を

選定するために，「外見に不安を持つ大学生に

藤他監訳 2024）。一方で，脱フュージョンとは，

文脈を変えることで言語の持つ機能が変化する

という現象，もしくは変化させる技法のことで

ある。（三田村，2017）。つまり，言語の持つ意

味的な影響力を弱めることで，自らの思考，感

情に気づけるように導くことである（Hayes 

et al., 2012 武藤他監訳 2014）。脱フュージョ

ンを生じさせる際，ACT では体験的エクササ

イズを使用する。脱フュージョン・エクササイ

ズは様々なものが開発されていると報告されて

いる（Hayes & Smith., 2005 武藤他訳 2010）。

その一つにワードリピーティングがある。ワー

ドリピーティングとは，１つの言葉を大きな声

で早く繰り返す方法である。それによって言葉

の意味を消失させ，ただの音であることを体験

することができる（Hayes & Smith., 2005 

武藤他訳 2010）。つまり，ワードリピーティン

グは，言語的意味を崩壊させることで，刺激の

嫌悪性を低減させる（茂本・武藤，2012）。

　ワードリピーティングによる脱フュージョン

の介入を行った先行研究では，自己に関する否

定的評価に対する感情的不快度と確信度が低減

することが報告されている（例えば，Masuda 

et al., 2004）。また，自己の否定的なボディイ 

メージに関する思考に対して，感情的不快度と

確信度の低減が報告されている（Mandavia 

et al., 2015）。

　Wilhelm et al.（2010）によれば，高い身

体醜形懸念を有する人は，自分の容姿を否定的

に評価する傾向がある。そのため，脱フュー 

ジョンの介入を行うことで，自分自身に対する

否定的な評価（例；醜い，太いなど）の影響力

を弱めることができると予想される。また，脱

フュージョン・エクササイズにより，言葉の持

つ機能が変容することで，認知的フュージョン

の状態が改善する，つまり，行動や意識への過

度な支配が低減し，行動が変容すると考えられ

る。よって，脱フュージョンの介入は身体醜形

懸念の低減に効果があると考えられる。また，

介入により身体醜形懸念が低減することで，身

体醜形懸念により生じる社会機能不全などの状

東・長田・寺川・武藤：身体集計懸念を有する女子大学生に対する脱フュージョン・エクササイズの介入効果の検討
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（0）」から「非常に不快である（100）」で回答

を求めた。

　確信度　「不安」という言葉に対する思考に

ついての確信度を VAS で尋ねた。オンライン

上でスクロールバーを使用して，「全く真実で

はない（0）」から「まさに真実である（100）」

で回答を求めた。

プロセス指標

　日本語版 Cognitive Fusion Questionnaire 

7項目版（以下，CFQ とする；嶋他，2016）　

CFQ は，心理的柔軟性の一つの要素である，

認知的フュージョンを測定するための尺度であ

る。7項目で構成される尺度であり，それぞれ 

7件法で回答を求めた（“1：全くあてはまらな 

い”，“2：極まれにあてはまる”，“3：まれにあ

てはまる”，“4：時にあてはまる”，“5：かなり

あてはまる”，“6：ほとんどいつも当てはまる”，

“7：いつもあてはまる”）。CFQは合計点で得

点を算出した。得点が高くなるほど認知的 

フュージョンの程度が強いことを示す。具体的

な質問内容としては，「自分の思考が，苦労や

心の痛みの原因になっている」「自分の考えに

かなり巻き込まれがちだ」などがある。

　日本語版 Acceptance and Action 

Questionnaire-Ⅱ 7項目版（以下，AAQ-Ⅱと

する；嶋他，2013）　AAQ-Ⅱは，心理的柔軟

性を測定するための尺度である。7項目で構成

される尺度で，それぞれ7件法で回答を求めた

（“1：全くそうではない”，“2：めったにそう

ではない”，“3：ほとんどそうではない”，“4：

ときどきそうである”，“5：たびたびそうであ 

る”，“6：たいていそうである”，“7：常にそう

である”）。AAQ-Ⅱは合計点で得点を算出した。

得点が高くなるほど，心理的柔軟性が低いこと

を示し，得点が低くなるほど，心理的柔軟性が

高いことを示す。具体的な質問内容としては， 

「自分の苦しい経験や記憶は，私が大事にして

いる生活を送ることを困難にする」「感情は私

の人生における問題の原因となる」などがある。

対してエクササイズが与える効果の検討」とし

て，大学生を対象にオンライン上で質問紙を配

布した。回答漏れがなく，調査に同意が得られ

た参加者は299名であった。女子大学生の平均

得点は58.30点（SD＝12.60点）であり，参加

対象となったのは69名であった。そのうち，実

験参加の同意が得られた31名（平均年齢19.44歳，

SD＝1.08歳）を無作為に脱フュージョン群（16

名）と思考抑制群（15名）に割り付けた。

アウトカム指標

　日本語版 Body Image Concern Inventory 

（田中他，2011）　J-BICI は，身体醜形懸念

を測定する尺度である。19項目で構成され，そ

れぞれ5件法で回答を求めた（“1：まったくな 

い”，“2：ほとんどない”，“3：ときどきある”，

“4：しばしばある”，“5：いつもそうだ”）。

J-BICI は合計点で得点を算出した。得点が高

くなるほど，身体醜形懸が強いことを示す。本

質問紙は計3因子によって構成される（田中・

田山，2013）。それぞれ，行動的側面を捉える 

「容姿の問題に対する安全確保行動（Safety 

Behavior for one’s own appearance 

flaws；SB）」因子，「容姿の問題からの回避行

動（Avoidant Behavior from one’s own 

appearance flaws；AB）」因子，認知的側面

を捉える「容姿への否定的評価（Negative 

Evaluation for one’s own appearance；

NE）」因子である。具体的な質問内容としては，

SB 因子では，「自分の容姿の欠点をごまかそ

うとする」「自分の容姿の欠点を細かくチェッ

クする」，AB 因子では，「自分の容姿が原因で

外出るのにどぎまぎしたことがある」「自分の

容姿を鏡で見るのを避けたことがある」，NE

因子では，「自分の容姿で変えたいところがあ

ると思う」「自分の身体のある部分を恥ずかし

いと思う」などがある。

　不快度　「不安」という言葉に対する感情的

な不快度を Visual Analogue Scale（以下，

VAS とする）を用いて尋ねた。オンライン上

でスクロールバーを使用し，「全く不快でない

心理臨床科学，第14巻，第１号，3-14，2024
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Web 会議システムである Zoom を用いて実施

した。参加者には，口頭と書面により研究概要

の説明を行った後，Qualtrics を用いて作成し

たオンライン上のアンケートにより同意を得た。

続いて，自身の外見に関する不安について想起

させてから，Pre 測定（J-BICI，VAS，CFQ，

AAQ-Ⅱ），介入，Post 測定（Pre 測定と同様

の内容）を行った。最後に，デブリーフィング

と報酬についての説明を行い，実験終了とした。

実験デザイン

　本研究は，2（群：脱フュージョン群，思考

抑制群）× 2（時期：Pre 測定，Post 測定）

の混合計画であった。

手続き

　実験全体の流れと人数の変遷を Figure 1に

示す。実験は心理臨床系の研究室に所属する学

部生3人によって行われた。実験は1名ずつ，

Figure 1

サンプルサイズの推移及び手続きフローチャート

予備調査

n=299
J-BICIの測定

スクリーニング

n=69

【脱フュージョン群】

n=16
・“お茶”のエクササイズを実施

・自身の外見の不安について同様に実施

Pre測定

n=31
・実施に対する説明と同意

・自身の外見に関する不安の想起

・プロセス指標（AAQ-Ⅱ，CFQ），アウトカム指標（J-BICI，VAS）の測定

Post測定

n=31
・指標の測定（AAQ-Ⅱ，CFQ，J-BICI，VAS）

・デブリーフィング，謝礼の案内

【思考抑制群】

n=15
・“お茶”について考えないようにする

・自身の外見の不安について同様に実施

脱フュージョン群

n=16
思考抑制群

n=15

38名は返事がなく脱落
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伝え，以下の介入を実施した。脱フュージョン

群と同様に，まず，「お茶」という単語を一度

だけ読み上げてもらい，その時にどのようなイ

メージが思い浮かぶかを報告するように依頼し

た。その後，お茶という単語を考えないように

するように教示した（20秒間）。次に，自身の

外見に対して想起させた内容を記述した紙と，

不安と書かれた箱を提示した。そして，「不安」

についても同様に考えないように教示した（30

秒間）。その後，想起の際に抱いたイメージに

変化があったかを報告するよう依頼した。

倫理的配慮

　本研究は，同志社大学の倫理審査委員会の承

認を得た上で実施した（申請番号；KH22011）。

実験参加者に質問紙に回答してもらう際には，

実験の参加及び回答が強制的なものではなく，

拒否および中止によって参加者に不利益が生じ

ないことを伝えた。得られた情報については，

研究以外の目的で使用することはなく，研究実

施者及び研究責任者以外は閲覧できないことを

伝えた。また，個人が特定される状態で外部に

発表および公表されることはないと約束した。

データは USB メモリで保管し，研究終了後か

ら5年を経過もしくは本研究の最終公表後3年を

経過するまで保管され，その後復元できないよ

うに完全に破棄することを説明した。

結　　果

分析について

　J-BICI の合計得点，不快度，確信度，CFQ

得点，AAQ-Ⅱ得点を従属変数として，群（脱

フュージョン群，思考抑制群）×測定時期（Pre，

Post）の2要因混合計画に基づく分散分析を行っ

た。

信頼性係数について

　J-BICI　Pre 時点の数値によって算出された

信頼性係数は，α＝0.94であった。

　CFQ　Pre 時点の数値によって算出された信

介入プロトコル

　脱フュージョンによる介入の効果を検討する

ため，介入前に脱フュージョン群，思考抑制群

の2群にランダムに群分けを行った。その後，

全ての対象者に自身の外見に対する不安を想起

させてから10分程度の介入を行った。介入内容

はMasuda et al.（2010）を参考にした。ワー

ドリピーティングを行う際の単語は，自身の外

見に対する否定的評価を象徴する語として「不

安」に統一した。統一した理由としては，ワー

ドリピーティングでは，短く繰り返しがしやす

い単語が用いられる（例えば，Masuda et al., 

2004）ためである。続いて，具体的な介入内容

は以下に示す。

　自身の外見に対する不安の想起　参加者には，

自身の外見に対して不安に思うことを報告する

ように依頼した。具体的には，（1）自身の外見

に対して不安に思うことはあるか，（2）その不

安が生じた時にどのような行動を取るか，とい

う質問であった。質問に対する参加者の回答を，

実験者が A5の紙に黒のサインペンで書いた。

その後，その紙を参加者に見せながら，「不安」

と書かれた箱（15㎝×16.5㎝×22㎝）に入れた。

「不安」という文字のフォントは，MS ゴシッ

クでサイズは150Ptであった。

　脱フュージョン群　上述の想起が終わった後，

介入としてエクササイズに取り組んでもらうこ

とを伝え，以下の介入を実施した。まず，「お茶」

という単語を一度だけ読み上げてもらい，その

時にどのようなイメージが思い浮かぶかを報告

するよう依頼した。その後，お茶という単語を

できるだけ大きな声で，できるだけ早く何度も

繰り返すように教示した（20秒間）。次に，自

身の外見に対して想起させた内容を記述した紙

と，不安と書かれた箱を提示した。そして，「不

安」という単語を大きな声で，できるだけ早く

何度も繰り返すように教示した（30秒間）。そ

の後，想起の際に抱いたイメージに変化があっ

たかを報告するよう依頼した。

　思考抑制群　上述の想起が終わった後，介入

としてエクササイズに取り組んでもらうことを
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頼性係数はα＝0.88であった。

　AAQ-Ⅱ　Pre 時点の数値によって算出され

た信頼性係数はα＝0.82であった。

アウトカム指標

　J-BICI，不快度，確信度の群ごとの平均得点

の推移を Figure 2，3，4に示す。J-BICI は時

期の主効果が有意であったが，群の主効果，交

Figure 2

J-BICIにおける平均得点の変化
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Figure 3

不快度における平均得点の変化

0

20

40

60

80

100

介入前 介入後

不
快
度
平
均
得
点

時期

脱フュージョン群

思考抑制群

注）エラーバーは標準偏差を示す
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Figure 4

確信度における平均得点の変化
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互作用は有意でなかった（J-BICI：順に F（1，

29）＝19.05，p＝.001；F（1，29）＝3.79，p 

＝.06，n.s.；F（1，29）＝0.16，p＝.70，n.s.）。

　不快度は時期の主効果および交互作用が有意

であった一方で，群の主効果は有意でなかった

（順に F（1，29）＝18.32，p＝.001；F（1，

29）＝8.84，p＝.006；F（1，29）＝0.33，p＝ 

.57，n.s.）。単純主効果の検定の結果，実験群

における有意な時期の主効果が認められた（F 

（1，29）＝27.19，p＜.001）。

　確信度は群の主効果および交互作用が有意で

あった一方で，時期の主効果は有意でなかった

（順に F（1，29）＝5.72，p＝.02；F（1，29）

＝6.32，p＝.02；F（1，29）＝0.96，p＝.34，

n.s.）。単純主効果の検定の結果，Post におけ

る群の有意な主効果と実験群における有意な時

期の主効果が認められた（順に F（1，29）＝

11.7，p＝.002；F（1，29）＝6.29，p＝.02）。

プロセス指標

　CFQ 及び AAQ-Ⅱの群ごとの平均得点の推

移を Figure 5，6に示す。CFQ得点は群の主効

果，時期の主効果，交互作用の全てが有意でな

かった（順に F（1，29）＝0.66，p＝.42，n.s.；

F（1，29）＝3.31，p＝.08，n.s.；F（1，29）

＝1.32，p＝.26，n.s.）。AAQ-Ⅱ得点は時期の

主効果が有意であったが，群の主効果，交互作

用は有意でなかった（順に F（1，29）＝6.98，

p＝.01；F（1，29）＝0.05，p＝.83，n.s.；F

（1，29）＝2.38，p＝.13，n.s.）。

Figure 5

CFQにおける平均得点の変化
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考　　察

　本研究の目的は，高い身体醜形懸念を有する

女子大学生に対して脱フュージョンの介入を行

うことで，身体醜形懸念が低減するかを検証す

ることであった。仮説は，脱フュージョン群は

思考抑制群と比べて，Pre測定から Post 測定で，

（1）身体醜形懸念，（2）感情的不快度と思考

に対する確信度，（3）ACT に関連するプロセ

ス指標が有意に低減するとした。その結果，感

情的不快度と確信度にのみ交互作用が見られた。

具体的には，感情的不快度において，介入後に

脱フュージョン群は得点の減少が見られたが，

思考抑制群では得点に大きな変化は認められな

かった。また，確信度においては，介入後に脱

フュージョン群にのみ得点の減少が見られた。

加えて，感情的不快度には時期の主効果，確信

度には群の主効果が見られた。また，身体醜形

懸念とプロセス指標において，交互作用は見ら

れなかった。しかし，身体醜形懸念とプロセス

指標の AAQ-Ⅱにおいて，時期の主効果が見ら

れた。以上の結果より，仮説（2）は支持され，

仮説（1）と（3）は支持されなかった。

（1）身体醜形懸念について

　実験の結果，身体醜形懸念の指標において，

統計的に有意な効果は得られなかった。そのた

め，仮説（1）は支持されなかった。その理由

として，介入時に使用した「不安」という単語

だけでは，個々の参加者が持つ懸念を表すこと

Figure 6

AAQ-Ⅱにおける平均得点の変化
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介入前 介入後

AAQ
-Ⅱ

平
均
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注）エラーバーは標準偏差を示す

ができなかったことが考えられる。本研究では，

身体醜形懸念を「不安」という単語に統一して

介入を行った。ワードリピーティングでは，短

く繰り返しがしやすい単語が用いられる（例え

ば，Masuda et al., 2004）ためである。しか 

し，参加者があげた自己の外見に関する懸念は，

「太っている」や「目が小さい」，「マスクで隠

れた口元」，などさまざまであった。そのため，

本研究においては，各参加者の持つさまざまな

身体醜形懸念を「不安」という単語だけでは，

表しきることはできなかったと考えられる。例

えば，「自分は太っている」という懸念が強い

参加者に対しては「不安」よりも「デブ」とい

う単語が適切である可能性が高い。つまり，ター

ゲットとした単語と介入内容に不一致があった

と考えられる。このことは，精神疾患へのスティ

グマを対象として，ワードリピーティングの介

入を行った研究においても指摘されている（津

田・武藤，2021）。そのため，統一された単語

ではなく，個々の参加者のもつ懸念により近い

単語を選択することが必要であると考えられる。

（2）感情的不快度と確信度について

　実験の結果，感情的不快度と確信度の指標に

は交互作用が見られ，なおかつ思考抑制群と比

較して，脱フュージョン群の方が得点の低減が

見られた。そのため，仮説（2）は支持された。

これは，自己に対する否定的評価に対してワー

ドリピーティングの介入を行った先行研究（例

えば，Masuda et al., 2004）の結果とも一致

していた。つまり先行研究と同様に，ワードリ

ピーティングは対象とした単語の感情的不快度

と確信度を低減させることが示された。

　まず，感情的不快度が低減した理由として，

脱フュージョンにより，自身の外見に対する否

定的評価を象徴する語として設定した「不安」

という単語の言語的意味を崩壊させることがで

きたためであると考えられる。本研究で用いた

「不安」という単語は，ワードリピーティング

により，「ファン」という異なる言葉であるよ

うに感じることで，単なる音として体験させる
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せることができなかったためであると考えられ

る。脱フュージョンは心理的柔軟性を高めるた

めのコア・プロセスである（Hayes et al., 

2012 武藤他監訳 2014）。Ritzert et al.（2015）

の研究においても，脱フュージョンによる介入

で嫌悪刺激に対する反応の柔軟性を高めること

が示唆されていた。しかし，本研究においては，

脱フュージョンにおいて十分な効果が見られな

かった。そのため，AAQ-Ⅱ得点が低減しなかっ

たと考えられる。

本研究の限界と今後の課題

　本研究の結果から，脱フュージョン・エクサ

サイズによる介入は，特定の思考に対する感情

的不快度と確信度を低減させることが示された。

一方で，身体醜形懸念という個人によって否定

的評価が異なる，より広範な思考については，

実験の操作が不十分であったと考えられる。広

範な思考に対しての介入効果を得るためには3

点の改善が必要であると考えられる。1点目は，

ワードリピーティングにおいて使用する単語に

ついてである。本研究では，対象とする単語を

統一したことにより，効果が限定されたと考え

られる。そこで，対象とする単語に複数の選択

肢を設けることで，個々の参加者が持つ懸念に

より適した単語が選択できるようにする必要性

が示唆された。2点目は，使用する脱フュージョ

ン・エクササイズの機能についてである。脱

フュージョン・エクササイズには，①言語的意

味を崩壊させる，②思考を持ったままにする，

③今ある感情に注目する，④メタ的な視点を持

つ，⑤思考・感情が行動の原因となるという枠

組みを崩す，⑥行動の制御主体を変える，の6つ

の要素と機能があると報告されている（茂本・

武藤，2012）。本研究で用いたワードリピーティ

ングは，①言語的意味を崩壊する，に含まれる

（茂本・武藤，2012）。そのため，その他の要

素と機能を含む脱フュージョン・エクササイズ

を介入時に組み合わせることで，より効果が得

られると考えられる。3点目は，実験操作につ

いてである。本実験では，介入は対面ではなく，

ことができた。それにより，単語により引き起

こされていた感情的不快度が低減したと考えら

れる。

　次に，確信度が低減した理由として，体験的

エクササイズを通して言語的プロセスを観察す

ることができたためであると考えられる。つま

り，「不安」という言葉により引き起こされる

思考や感情は事実ではなく，単なる自らの思考

であると気づくことができたということである。

また，Post における群の単純主効果が有意で

あったことから，脱フュージョンは思考抑制と

比較して，確信度を低下させる効果的な技法で

あると考えられる。このことは，自己の否定的

なボディイメージに関する思考に対するワード

リピーティングの研究においても示されている

（例えば，Mandavia et al., 2015）。

（3）ACT に関連するプロセス指標について

　実験の結果，ACT に関するプロセス指標で

ある，CFQ と AAQ-Ⅱにおいて，統計的に有

意な効果が得られなかった。そのため，仮説（3）

は支持されなかった。

　まず，CFQ得点が低減しなかった理由として，

ワードリピーティングを用いた点が考えられる。

ワードリピーティングは，対象とした単語に対

する感情的不快度と確信度を低減させることが

わかっている（例えば，Masuda et al., 2004）。

そして，本研究においても，介入の対象とした

「不安」という単語に対する感情的不快度と確

信度が有意に低減した。しかし，本研究では全

般的な認知的フュージョンを測定する質問紙で

ある CFQ 得点が低減しなかった。つまり，思

考全体に対して脱フュージョンを生じさせるこ

とはできなかったと考えられる。これらのこと

から，ワードリピーティングは対象とした単語

に対して，脱フュージョンを生じさせることが

できることがわかった。しかし，思考全体に対

しては脱フュージョンを生じさせることはでき

ないと考えられる。

　次に AAQ-Ⅱ得点が低減しなかった理由とし

て，思考全体に対して脱フュージョンを生じさ

東・長田・寺川・武藤：身体集計懸念を有する女子大学生に対する脱フュージョン・エクササイズの介入効果の検討
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Web 会議システムである Zoom を用いて実施

した。そのため，参加者自身の外見に対する不

安の想起の手続きにおいて，一部実験実施者が

操作を行った。しかし，ACT においては体験

的なプロセスを重視するため，参加者自身が不

安の想起に関わる手続きを行うことで，参加者

自身の実験に対する関与度が上がったと考えら

れる。

　これらの点を改善した上で，引き続き身体醜

形懸念に対する有効な介入方法について検討し

ていく必要性がある。
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